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埼玉県英語教育研究会 

会 長   吉田由紀恵 

 

令和８年度 埼玉県英語教員研究発表会の開催について（第二次案内） 
 

 このことにつきまして、下記のとおり開催いたします。 

 つきましては、各学校におかれましては関係職員の参加につきましてご高配を賜りますようお

願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 趣 旨 教材の捉え方、指導計画、授業展開、評価等英語教育に関し研究協議等を行うこと  

により、県下英語科および外国語活動担当教員の指導力の向上に資する。 

 

２ 主 題  「２１世紀を逞しく生き抜く人材の育成を目指した英語教育 

～自分のことばで自分の考えを他者に伝えることのできる児童・生徒の育成～」 

       年々、社会は急速に変化している。新型コロナウイルス感染症の蔓延以後、世界

でもグローバル化だけでなくＡＩの到来やＧＩＧＡスクール構想による、一人一台

端末の配付など学校の存在価値や意義が見直されることが多くなった。こうした社

会において、知識をどう蓄えるかではなく、「既習の知識を他者に合わせてどう使

うか」や「自分の意見をどのように他者へと伝達するか」が求められている。子供

たちが豊かに逞しく生きるために、主体的かつ協働的に課題解決できる力が求めら

れている。令和１２年度からは小学校から段階的に学習指導要領が実施されること

になる。引き続き小学校・中学校とも上級学校との連携を一層進めるとともに、上

級学校での英語学習の土台作りを行い、学年が上がるごとに英語の学習意欲が向上

するよう、英語によるコミュニケーションを行う目的や状況、場面を意識させなが

らも必要性と楽しさを体得させる指導を計画的に進めることが求められている。 

この手段に迫るために、３年間を通して育てたい生徒像の具現化に向け、統合的

な言語活動を通した表現力の育成、ICT 機器の活用や個別最適かつ協働的な学びの

視点を用いた学習形態などの工夫による発信力の育成、小・中・高の連携を意識し

た英語学習の推進の３点を掲げ、研究を推進する。 

 

３  期 日  令和８年８月６日（木） 

 

４ 会 場  八潮メセナ（八潮市民文化会館） 

      （ 〒340-0816 埼玉県八潮市中央 1 丁目 10-1 TEL：048-998-2500） 

 

５  主 催  埼玉県英語教育研究会 

 

６ 後 援 埼玉県教育委員会 さいたま市教育委員会  八潮市教育委員会 

 

７ 指導者  東 部 教 育 事 務 所 学力向上推進担当指導主事 松岡 秀実 

 所沢市立教育センター 指 導 主 事      清水  航

熊 谷 市 教 育 委 員 会 教 育 研 究 所 指 導 主 事  長谷川哲矢 

 北 本 市 立 南 小 学 校 教 頭     玉神 順哉  



８  日 程 

      9:10  9:30  10:00        11:40  12:45 13:00        16:00  16:30 

 

９ 内 容 

（１）全体研修会  

  「『主体的・対話で深い学び』を目指した言語活動の充実」 

   名古屋国際大学外国語学部 英米語学科 教授 太 田 光 春 先生 

 

（２）分科会研究協議 

 

10  交通案内 

 【公共交通機関での来場】 

・ＪＲつくばエクスプレス線八潮駅より[東武バス]「八潮駅北口発 草加駅東口」行 

乗車『八潮メセナ』降車 約 10分、八潮駅から徒歩約 20分 

・八潮市コミュニティバス北ルート、西ルート乗車『八潮市役所』降車 約 10分 

・東武スカイツリーライン草加駅より[東武バス]「草加駅東口発 八潮駅北口」行 

 乗車『八潮メセナ』降車 約 15分 

【自家用車での来場】 

 ・首都高速「八潮南ランプ」より約 10分 

 

11 その他 

 ・本研修会への申し込みは不要であり、無料です。当日直接会場へお越しください。 

 ・全体研修会のみあるいは、分科会のみの参加も可能です。 

・昼食はご自身でご用意ください。 

 

12 問合せ先 

埼玉県英語教育研究会事務局（埼玉大学教育学部附属中学校内） 事務局長 小内 貴司 

 ℡０４８－８６２－２２１４(代表) 

役員 

打合せ 

受付 

時間 
開会 

行事 
全体研修会 

昼食・ 

休憩 

受付待機 

時 間 分科会 
閉会 

行事 

分科会 テーマ 提案・発表者 

第１分科会 

「選択」と「共有」を取り入れた授業実践について 
美里町立美里中学校 

福島 克明 先生 

５ラウンドシステムによる授業実践の成果と報告 
川越市立大東西中学校 

村本 秀男 先生 

第２分科会 

話す活動につなげる音声・音読活動 
横瀬町立横瀬中学校 

栗嶋 絢葉 先生 

 児童が話せるようになるための実践  

～児童に無理なく４技能を育む「７つの言語経験順」を通して～ 

深谷市立深谷小学校 

水野 浩廉 先生 

３年間のゴールを見据えた授業デザインと評価 

～話すこと・書くこと・リテリング～ 

蓮田市立蓮田中学校 

 杉山  寛 先生 

第３分科会 

主体的に問いを追求し、解決しようとする児童の育成 
新座市立新開小学校 

福冨ニール まどか 先生 

自己発信のできる生徒の育成を目指して 

～基礎基本の育成と単文から発信練習～ 

東秩父村立東秩父中学校 

吉野 奈津子先生 

AI学習プラットフォーム「World Classroom」を活用した英語による発信力の育成 

―教育 DXの視点を生かした個別最適な学びと対話活動の充実を通して― 
さいたま市立慈恩寺中学校 

西田 朋加 先生 

第４分科会 

ICTと AIを使った授業改善 
上尾市立大谷中学校 

廣瀬  駿 先生 

言語活動を主軸とした表現活動の実践 
羽生市立西中学校 

金子 直樹 先生 


